
１　はじめに

　一昨年、第２期教育振興基本計画（文部科学

省，２０１３）が閣議決定され、今日我が国に求め

られているものとして、「自立・協働・創造に向

けた一人一人の主体的な学び」が挙げられた。

一方向・一斉型の授業だけではなく、個々の能

力や特性に応じた学びを通じた基礎的な知識・

技能の確実な習得や、子どもたち同士の学び合

い、協働学習や多様な体験を通じた課題探求型

の学習の推進が求められている。

　一方、現在の日本の理科授業の実験では、実

験器具を共有し合いながら、実験方法を試行錯

誤し、相互に学び合うことができる「グループ

活動」が多く取り入れられている。しかし、グ

ループ活動の実態としては、一部の児童が話し

合いや実験を進めており、実験には関われない

傍観者がいることが問題点として挙げられてい

る（伊藤・貫井，２００５）。これでは、児童自身が

必要な知識や技能を身に付け、他者との関わり

合いや実生活の中で応用し、実践できるような

主体的・能動的な力を育むことはできないと考

える。

　そこで、本研究では、「グループ活動」を通し

て、様々な個性を持つ人と関わり、多様な価値

観を認め合いながら、互いに学び合い、支え合

い、高め合うことのできる理科授業構築のため

に、特に実験活動に焦点をあて、先行研究や小

学校現場の実態調査を基に、グループ実験を進

めるための効果的な方法を考察することを目的

とした。

２　先行研究から

（１）グループ学習の重要性

　グループ学習の意義については、杉江・東海

（２０１３）、清水（２００８）などの文献を基に整理し

た。その結果、グループ学習は、「１つの課題

を一人一人が意見を出し合い、試行錯誤しなが

ら学び合うことができる」という点で、意義が

あり、学習者はお互いに協力し合い、意欲的に

学習に取り組むことができることが分かった。

　また、理科授業では、基礎的知識の理解、探

究する能力の育成、科学的態度の育成を身につ

けるためには、観察・実験は必要不可欠である。

その観察・実験については、主にグループ学習

が多く取り入れられている。清水（２００８）は、

グループ実験について、「個別実験・観察活動に

比べて、『児童同士の互いの関わりが強く生まれ

る』『実験を早く終了することができる』『実験

結果を科学的に解釈できる児童が多くなる』『実

験方法を長期に記憶できる』といった効果が見

られる」と、その重要性を明らかにしている。
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（２）グループ実験の現状と課題

　相原・西川（２０００）、伊藤英希・貫井正納

（２００５）などの先行研究から、「自分の意見が言

えない」「実験・観察に参加しない子が出てく

る」「観察・実験の技能の習得が不十分」「器具

不足」が課題として挙げられている。そこで、

グループの編成や人数に着目してグループ実験

の在り方について考察した結果、グループの構

成は、どの構成の仕方にもあまり変化がないの

で、いろいろな人の価値観や考え方を取り入れ

られるようにするための男女混合で無作為にグ

ループを編成していく方法がよいのではないか

と考察した。また、グループ人数については、

それぞれにメリットとデメリットがあることが

明らかになった。

３　学校現場における実態調査

（１）アンケート調査の概要

１）目的

・現在のグループ実験の現状を把握する。

・理科授業におけるグループ実験時の悩みや

工夫を知る。

・グループ実験で子どもたちに期待する効果

について明らかにする。

２）対象

　　広島県、鹿児島県の小学校教員（３３名）

３）調査期間

　平成２６年１１月４日から、平成２６年１１月２０日

までの約２週間。

４）アンケート調査内容

　・理科授業におけるグループ実験の頻度

　・グループ実験を行う際のグループの人数

　・グループ実験を行う際のグループの編成

　・グループ実験を効果的にするための工夫

　・グループ実験を行う時に、期待する効果

　・グループ実験を行なった時の問題点

　・グループ実験をする際の工夫

　・グループ実験を行う際の、適正人数

５）調査方法

　　選択式及び、記述式の質問紙法で行う。

（２）結果と考察

１）グループ実験の効果

　設問「グループ実験を行う時、どのような効

果を期待しますか」では、下図１の結果が得ら

れた。

　期待する効果（高い）として挙げられた項目

は、「個別で実験するよりも、器具、材料、施設、

設備の不足を補える」（７１％）「一人では実験が

できない児童が、相談をすることで実験をス

ムーズに進められる」（６５％）「協調性を養うこ

とができる」（４２％）「児童が主体的に学習する
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図１　グループ実験に期待する効果について
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ことができる」（２９％）であった。

　一方、そこまで期待しない効果（やや低い、

低い含む）として挙げられた項目は、「グループ

間の競争により、学習意欲が高まる」（５８％）

「自己評価する力を高めることができる」（５０％）

「リーダーを育成できる」（３６％）であった。

　このことから、教師は、グループ実験により

一人では実験や学習が難しい児童が参加しやす

い効果を期待しており、教師が目が届かないと

ころも児童同士が教えあうことでスムーズに実

験を進めてほしいという期待をしていることが

考察できる。

　次に、設問「実際にグループ実験を行った結

果、どのような効果がありましたか」では、下

図２の結果が得られた。

　グループ実験で得られた効果（とても効果が

ある）として挙げられた項目は、「個別で実験す

るよりも、器具、材料、施設、設備の不足を補

える」（６７％）「一人では実験ができない児童が、

相談をすることで実験をスムーズに進められる」

（６２％）「協調性を養うことができる」（２７％）

「児童が主体的に学習することができる」（１７％）

であった。

　一方、グループ実験で効果が得られなかった

もの（あまり効果がない、全く効果がない）と

して挙げられた項目は、「グループ間の競争によ

り、学習意欲が高まる」（５７％）「自己評価する

力を高めることができる」（４６％）「リーダーを

育成できる」（３７％）であった。

　これらの結果を表に整理すると、下表１のよ

うになった。
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図２　グループ実験を行うことによる効果
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表１　グループ実験で期待する効果と実際に得られ
た効果

実際に 
得られた 
効果

期待する 
効果

６７％７１％
・個別で実験するよりも、
器具、材料、施設、設備
の不足を補える

６２％４２％

・一人では実験ができない
児童が、相談をすること
で実験をスムーズに進め
られる

２７％６５％・協調性を養うことができ
る

１７％２９％・児童が主体的に学習する
ことができる

効果が 
得られ 
なかった

あまり期 
待しない 
効果

５７％５８％・グループ間の競争により、
学習意欲が高まる

４６％５０％・自己評価する力を高める
ことができる

３７％３６％・リーダーを育成できる
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　これらの２つの結果から、「個別で実験するよ

りも、器具、材料、施設、設備の不足を補える」

という意見は、教師自身も期待をしており、効

果もあったことがわかる。また、「一人では実験

ができない児童が、相談をすることで実験をス

ムーズに進められる」という意見は、期待して

いる教師は少ないものの実際に授業をしている

と効果があるということがわかる。

　しかし、「協調性を養うことができる」「児童

が主体的に学習することができる」という項目

に関しては、教師は期待していても実際には、

効果を感じることが少ないことがわかった。こ

のことより、グループ実験が一部の児童で進め

られていたり、グループによって学習の質の差

が生まれたりしているのではないかと考察でき

る。

　また、教師が期待をしなければ、効果は得ら

れないことから、教師の指導によってグループ

実験の効果も変わってくると考察できる。

２）グループの編成と人数

　教員がグループ実験の効果を感じることので

きる、または、できているグループの編成・人

数についてのアンケート調査結果を分析する。

（ⅰ）グループ実験の有無

　設問「理科の授業において、実験を行う際、

グループ実験を取り入れていますか」では、下

図３の結果が得られた。

　この結果から、「いつも取り入れている」「だ

いたい取り入れている」を加えると、理科授業

において実験を行う際には、すべての教員が必

ずグループ実験を取り入れていることがわかる。

また、実験の際にグループ実験を取り入れてい

る理由として、以下のことが挙がった。

　この結果から、グループ実験を取り入れてい

る理由として、実験器具の不足を挙げている教

員（９人）が多いものの、その一方で、グルー

プ実験を行うことによって「友達の意見を聞く

ことができ、学びを深いものにできること」「相

手のことを思いやる」などの協調性も身に付け

させることができるといったグループ実験のよ

さを取り入れるためにグループ実験を意図的に

取り入れている教員もいるということも分かり、

グループ実験に期待するものと同じことが明ら

かになった。

（ⅱ）グループ実験の人数

　設問「理科の授業でグループ実験を行う際、

グループの人数は何人で行っていますか」では、

次頁図４の結果が得られた。

　この結果から、グループ実験をする時の人数

は、「４人組実験」（６９％）が最も多かった。次

に、「５人組実験」（１４％）、「６人組実験」

（１１％）という結果になった。

　次に、「グループ実験を行う際には、何人で

行うのがもっとも効果的ですか」という本来の

─　　─４

・実験器具の不足を補うことができる。（９

人）

・友達の意見や考えが参考になる。（６人）

・グループで作業を分担することで時間短縮

に繋がったり、実験をスムーズに行ったり

することができる。（５人）

・協調性を養うことができる。（３人）
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グループ実験のあるべき姿について教師がどう

思っているかについては、下図５のような結果

が得られた。

　この結果から、グループ実験を効果的に行う

ことのできる人数として、最も多かったのが、

「４人組実験」（７３％）であった。次に、「３人

組実験」（２３％）、「２人組実験」（４％）という

結果になった。

　図４と図５を比較してみると、４人組実験の

方が効果的であると答えている教員が７３％おり、

実際に学校現場で「４人組実験」で行っている

教師も６９％という結果より、効果的であるグ

ループ人数で現場でも行われているということ

が分かる。

　しかし、実際に行っているグループ実験の人

数として次に多かった、「５人組実験」「６人組

実験」というのは、最も効果的だと思う人数に

入っていなかった。このことから、グループ実

験の問題として挙がってきている「器具不足」

によって、効果的だと感じていない人数でもや

らざる得ない環境があることが考察できる。

　また、実際に行っているグループ人数で「３

人組実験」（２％）、「２人組実験」（２％）は少

ないものの、効果的な人数として挙げている教

員は「３人組実験」（２３％）、「２人組実験」

（４％）と割合が高くなっていることが分かる。

また、「２人組実験」「３人組実験」「４人組実

験」が効果的である理由として、以下のような

意見が挙げられていた。

　このことから、学校現場でグループ実験を行

う際には、「２人組実験」「３人組実験」「４人組

実験」で行うのが最も効果的であり、教員も授

業を行いやすいと考える。

　また、「単元や実験によってグループ実験の

人数は変わってくる」と答えている教員（２人）

が見られた。このことから、一概にグループ実

験は何人でするのがいいとは言えず、単元や実
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図５　グループ実験時の最も効果的な人数

＜２人組実験＞

・少なければ少ないほど、主体的にできるた

め。（１人）

・実験によっては、２人組のほうが良いため。

（１人）

＜３人組実験＞

・教師が児童のグループ内での働き具合をみ

ることができる。（１人）

・何もしない子どもができないから。（３人）

・役割分担の数が適当で、意見も出やすい。

（２人）

＜４人組実験＞

・４人が役割分担しやすい。（６人）

・話し合いがうまくいく。（３人）
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図４　グループ実験の人数
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験によってグループ実験の人数を変える必要も

あると考える。

（ⅲ）グループ実験の班の編成

　設問「理科の授業で、グループ実験を行う際、

グループの編成をどのように行っていますか

（複数回答あり）」では、下図６の結果が得られ

た。

　この結果から、グループの編成を行う際、教

師は「男女混合で編成する」（７３％）という意見

が最も多かった。また、「男女別で編成」は小学

校の現場ではあまり行われていないことが分

かった。

　また、実験グループの作り方としては、「生活

班や出席番号順など無作為にグループを編成す

る」（５８％）という意見が最も多かった。次に多

い意見としては、「できるだけグループとグルー

プの間で能力差がないようにする」（３３％）、「ど

のグループにもリーダー的な理科の得意な児童

がいるように編成している」（１２％）、「できるだ

けグループ内の能力差がないように編成してい

る」（３％）とあり、能力差によってグループ編

成を行っている教師もいることが分かった。

　しかし、能力差でグループを教師が分けてし

まうと、「理解の高い子が実験を進める、理解の

低い子は指示を待ってから動く」といったクラ

スでの固定観が出てきてしまうと考えるため、

グループの編成としては男女混合で、生活班や

出席番号順など無作為に編成した方がよいと考

える。

　これらの結果から、適切なグループ実験のグ

ループ編成と人数を以下のように整理した。

４）グループ実験の問題点と工夫

（ⅰ）グループ実験時の問題点

　設問「グループ実験を行った際に、どのよう

な問題点がありましたか。また、どのような問

題点が考えられますか」については、次頁図７

の結果が得られた。
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＜グループ編成＞

・男女混合、・生活班や出席番号順など無作

為に編成

＜グループ人数＞

・単元や実験によって変える。

・「２人組実験」「３人組実験」「４人組実験」

で行うことが効果的である。

図６　グループ実験のグループ編成
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　この結果から、「観察・実験のときに何もしな

い子どもが出てきてしまう」と答えた教師は、

６６％である。また、「一部の子どものみが学習し、

他の子どもはそのただのりになってしまってい

る」と答えた教師は、５３％であった。これら２

つのことは、先行研究からも教師の半数以上が

抱えている問題であり、グループ実験をしてい

く上で解決していかなければならない課題だと

考える。

（ⅱ）グループ実験をする上での工夫

　設問「グループ実験をするために、工夫して

いること」では、以下のような意見が挙がった。

　教師がグループ実験を行う際に、工夫してい

る点として、最も多かった意見としては、「必ず

１人１役何かの役割を与える」（１１人）というこ

とであった。また、次に多い意見として、「何の

ために実験をさせるのか児童に理解させた上で、

実験を始めること」（４人）や「予想を全員に立

てさせる」（３人）ということだった。

　また、設問「グループ実験をする際にどのよ

うにすれば何もしない子どもが減ると考えます

か」についても、以下のグループ実験の時に教

師が工夫していることと同じような意見が挙

がった。

　しかし、これらは、上述した現在のグループ

実験を行う上で工夫している点とほぼ変わりが

ないことも分かった。

（３）実態調査のまとめ

　以上、小学校教員が理科授業でグループ実験

を行う際のグループの人数やグループ実験を行

う効果、問題点について調べるために、アン

ケート調査を行い、結果をまとめ、考察し、以

下の点が明らかになった。

　まず、現在のグループ実験では、できない児

童にとっては、友達と相談したり、協力をした

りしながら実験を進めていくことはできており、

教師は効果を感じている。また、教師が効果を

─　　─７

・必ず１人１役の役割を決めておく。（１１人）

・実験の手順を理解させてから、実験を行わ

せる（４人）

・目的やめあての明確さ。（３人）

・予想を立てさせてから、グループ実験を行

う。（３人）

・前回の大切なことを黒板に書いておく。（１

人）

・必ず何かの役をもたせる。（１５人）

・順番に作業させる。（４人）

・全員に予想をさせ、目的意識を持たせる。

（４人）

・実験の見通しや目的をしっかりと持たせる。

（３人）

66%

53%

19%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

図７　グループ実験を行う問題点
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期待するほどその効果は影響力を及ぼすことも

分かった。

　次に、グループ実験を行う時の班の構成や編

成については、男女混合で生活班や出席番号順

など無作為するのがよいということが明らかに

なった。また、グループの人数については、「２

人組実験」「３人組実験」「４人組実験」を主と

して、単元や実験内容によって変えていく必要

があることが分かった。

　最後に、グループ実験をする際、何もしない

児童が出てこないための工夫やグループ実験を

する上での意識したいこととして、以下の点に

気をつける必要があることも分かった。

４　グループ実験の適性人数と具体的方策

　以上の先行研究や実態調査から導出された課

題や問題点を改善するために、まず、社団法人

日本理科教育振興協会（２０１３）が示した理科設

備品の必要数からグループ実験の適性人数を考

察し、グループ実験の進め方についてのモデル

を作成した。

（１）理科設備品の必要数とグループ人数

　社団法人日本理科教育振興協会（２０１３）が示

した理科設備品の必要数からグループ実験の人

数を下表２に整理した。

　表２から、器具を渡して説明をすれば、全て

の児童が理解して自分たちで使うことが可能な

実験器具や、器具を使った時にその器具の使い

方が正しいのか判別できる実験器具については、

個別実験ができる数が用意されていると考えら

れる。また、２人実験の中にある、「てこ」「メ

スシリンダー」、４人組実験の中にある、「振り

子実験器」などは、結果を全て出さないと正し

いかどうかがわからなかったり、１人で進めて

いると児童が不安に思ったりするものであり、

複数で使用するような数になっていると考えら

れる。全ての小学校に、この人数でグループ学

習を進めていくことが可能な実験器具が必ず用

意されているとは限らないが、理科設備品の必

要数とグループ人数は上表２のようにするのが

よいと考える。

　なお、ここには３人組実験というものは出て

きていないが、４人組実験のところを器具が足

りる場合は、３人組実験で行っても効果がみら

れると考える。

　また、４人組実験の方に入っている「振り子

実験器」を簡単に教師が作ることも可能である

ため２人組実験で行うことも可能と考える。

（２）グループ実験の進め方

　平成２４年度全国学力・学習状況調査の結果か
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表２　理科設備品の必要数からグループ実験の人数

棒温度計、Ｕ型磁石、棒磁石、注射器、
豆電球・ソケット、手回し発電機、電子
オルゴール、電磁石用コイル、乾電池
ボックス、発光ダイオード、モーター、
乾電池、クリップ付きリード線、遮光版、
星座早見盤、方位磁針、虫めがね

個別
実験

上皿てんびん、てこ実験器、顕微鏡、双
眼実体顕微鏡、メスシリンダー、漏斗・
漏斗台

２人組
実験　

電子てんびん（台ばかり）、直流電流計、
振り子実験器、直流電源装置、直流電圧
計、金属球膨張実験器、光電池、気体採
取器・気体検知管（酸素用、二酸化炭素
用）、加熱器具・加熱用金網、三脚、試
験管、花粉プレパラート

４人組
実験　

・必ず１人１役の役割を決めておく。

・目的意識やめあての明確さ。

・予想を立てさせてから、グループ実験を行

う。

・前回の大切なことを黒板に書いておく。

・実験の手順を理解させてから、実験を行わ

せる。（見通し）
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ら、「観察、実験器具の一連の手続きとしての操

作方法やその器具の機能を理解していないこと

などの特徴的な傾向が見られた」ことから、こ

れを改善する策として、「児童に目的意識を持た

せ、観察・実験を繰り返し操作する機会を増や

す」ことが挙げられた。このことから、「目的意

識」「実験器具に触れる機会の大切さ」が重要だ

とわかる。グループ実験を進めていく時に、児

童に目的意識を持たせること、実験器具に触れ

る機会を増やすために役割分担をしっかりさせ

ることを意識させる必要があると考える。

　以上のことから、「個別実験」「２人組実験」

「３人組実験」「４人組実験」などのグループ実

験を行う際に、共通して工夫することは以下の

通りである。

　これらのことに留意しながら、それぞれの実

験の進め方について考察する。

１）個別実験

　個別実験のメリットとデメリットとしては、

以下の点が挙げられる。

　個別実験のデメリットとして挙げられている

「本当に合っているのか不安になる」「実験の時

間にばらつきが出てしまう」「記憶に残りづら

い」という問題点を改善するためには、一人一

人実験器具は持っているが、机は４人組で組ま

せてわからないときはお互いが教え合いながら

実験を進めていくことができる環境を作る必要

があると考える。

　モデルで表すと下図８のようになる。

　このようにすることで、個別実験のメリット

を残しながら、個別実験のデメリットである、

「一人でやると不安になる」ということを解消す

ることができたり、できない児童にもわかる児

童がすぐに教えられる環境にあるので足並みを

そろえて実験を進めたりすることもできると考

える。

２）２人組実験

　２人組実験のメリットとデメリットとしては、

以下の点が挙げられる。

　２人組実験のデメリットとして挙げられてい

る、「結論まで導き出せない場合がある」「目的

を見失い自由思考になってしまう」という問題

点を改善するためには、まずは、目的意識を最

初でしっかりつかませること、実験器具の使い

方を理解させることが大切である。

　また、１回の実験時間を長く取るより、１回
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・目的意識やめあての明確さ。

・予想を立てさせてから行う。

・前時の大切なことを黒板に書いておく。

・実験の手順を理解させ、見通しをもたせて

から実験を行う。

デメリットメリット

・本当に合っているのか
不安になる。
・実験の時間にばらつき
が出てしまう。
・記憶に残りづらい。

・自由に思考ができる。
・児童一人一人の観察・
実験の技能の向上につ
ながる。

図８　個別実験

デメリットメリット

・器具が足りない。
・結論まで導き出せない
ことも起こりうる。
・どちらもわからない場
合、目的を見失い自由
思考になってしまう。

・実験に参加しない児童
の割合が少ない。
・お互いの関わり合いが
強い。
・一人でする時よりは、
器具の操作や記録が容
易である。
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の実験時間を短くし、それを繰り返し行うこと

で、児童の集中力も高まり、回数をこなすこと

によって技能や意欲も高まっていくと考える。

　モデルに表すと下図９のようになる。

３）３人組実験

　３人組実験のメリットとデメリットとして以

下の点が挙げられる。

　３人組実験のデメリットとして挙げられてい

る、「平等に役割分担ができない」という問題点

を改善するためには、役割を１人１つと限定す

るのではなく、３つの役割を示し、それを順番

に役割を交代しながら行っていく方法が考えら

れる。

　モデルに表すと下図１０のようになる。

４）４人組実験

　４人組実験のメリットとデメリットとしては、

以下の点が挙げられる。

　４人組実験のデメリットとして挙げられてい

る、「傍観者が出てくる」「一部の児童のただ乗

りになってしまう」という問題点を改善するた

めには、一人一人の役割分担を明確にすること

が大切になってくると考える。

　モデルに表すと下図１１のようになる。

　以上、グループ実験として、「個別実験」「２

人組実験」「３人組実験」「４人組実験」の４つ

のモデルを示したが、それぞれメリット、デメ

リットがあり、一概に何人での実験が良いとは

言えない。また、「３人組実験」と「４人組実

験」は役割を与えれば、どちらで行ってもあま

り変化はないと考える。

５　終わりに

　本研究は、「グループ実験」に目を向けて、

先行研究やアンケート調査から出てきた課題を

解決するために、グループの人数や構成につい

て考察した。グループの人数は、単元によって

異なることやグループの構成は、男女混合で無

─　　─１０

デメリットメリット

・器具が足りない。
・現在の理科室の机の配
置上、難しい場合が多
い。
・平等に役割分担ができ
ない実験が出てくる。

・４、５人よりは３人で
実験を行うことで、一
人一人が対象に働きか
ける時間が確保される。
・１人の児童のつぶやき
が、他の２人に届くこ
とで、３人の視点が１
つになり、科学的な思
考を持つことができる。
・苦手な児童の抵抗感を
軽減することができる。

図１０　３人組実験

デメリットメリット

・傍観者が出てくる割合
が高い。
・一部の児童のただ乗り
になってしまう。

・役割分担がうまくいく。
・実験時間の時間短縮に
つながる。
・いろいろな児童の意見
を聞くことができる。

図１１　４人組実験

図９　２人組実験
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作為にグループを編成していく方法がよいので

はないかと考え、実験内容や実験器具、育てた

い力等の視点に基づいて、モデルパターンとそ

の留意点を提示した。

　単元やその中での実験内容に応じて、モデル

のように、グループの人数を考えて、それぞれ

のデメリットを解消する留意点を踏まえて、グ

ループ実験を行うことが大切であると考える。

また、グループ実験をする際には、教員が実験

の目的意識を児童に持たせることで、実験に対

する意欲が高まったり、役割分担を具体的に示

すことで、児童が責任を持って取り組んだりす

ることができると考える。

　今後は、今回、提案したグループ実験の適正

人数や具体的方策の授業の有効性を検証してい

きたいと考える。
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